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　 今 年 度 末 に 刊 行 予 定 の『新 編 遠 野 市 史 資 料
編 古代・中世』は、現在初校＊段階にあります。
今回の会議では、 初校ゲラ＊ をグループ委員全
員で確認し、デザインや文章の表記の統一、資
料編全体の構成について協議を行いました。
　今年度は『新編遠野市史 資料編 古代・中世』
と『新編遠野市史 資料編 考古』 を３月末に同
時刊行するため、２冊分の編集・校正作業が並
行して進んでいます。また、来年度は『新編遠
野市史 資料編 近世』 を発刊予定のため、 そち
らの準備を行っているほか、通史編に向けての
協議などを今後段階的に行う予定です。

令和５年８月 18 日（金）
第 10回中世・文献グループ会議を開催しました

　『新編遠野市史 資料編 古代・中世』と同じく、
『新編遠野市史 資料編 考古』（以下『資料編 考古』）

も現在初校段階にあります。 今回の会議では、
初校ゲラをグループ委員全員で確認し、小見出
しのつけ方、遺跡の掲載順や用語の統一などに
ついて協議を行いました。
　考古学の用語については、文献やそれが書か
れた年代、執筆者によっても異なります。例え
ば「土

ど こ う

壙」「墓
ぼ こ う

壙」「土
ど こ う ぼ

壙墓」 は、「壙」 が穴や
墓穴という意味を持ち、地面に掘られた穴また
は墓の意味で使われます。しかし現在は「土坑」

「土坑墓」 などと書き分けられるのが主流のよ
うです。他にも「城址」「城跡」、「周湟」「周溝」
などについて話し合い、『資料編 考古』では他
市の例や最近の傾向にならって用語の表記を統
一することを申し合わせました。今後は図面や
写真が入り、再校、三校…と進んでいきます。

令和５年８月 25 日（金）
第 10回原始・古代・考古グループ会議を開催しました

用　語　解　説

＊初校…しょこう。
　　　　最初の校正刷り。または校正者による初め
　　　　ての校正作業のこと。
＊ゲラ…ゲラ刷りの略で、校正用に仮に印刷した印
　　　　刷物のこと。もとは活版印刷の時代に、組
　　　　み上げた活字の版を入れる箱を言った。

▲会議の様子

この先も、令和６年度『資料編 近
世』、令和７年度『資料編 近現代』、
令和８年度『通史編Ⅱ 近世』と、
今後は発刊が続きます。市史編さ
ん事業も佳境に入ってきました。

市史編さん室では、古い時代の資料や館跡を調査しています。
古文書や古写真をお持ちの方は、ぜひ市史編さん室までご連絡ください。

▲会議の様子

用語検討中。　　▶
考古学用語以外の
表記（例えば「○
ヶ所」「○箇所」な
ど）も注意が必要。
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鏡天に関しては、まだ十分な調
査が行われていません。皆さん
のご家庭のお盆は、どんな様子
ですか？よろしければ情報をお
寄せください。

用　語　解　説
＊寒天とところてん…
　どちらも天草を原料とするが、製法が異なる。
　ところてんは天草を煮出して抽出した液を冷やし
固めたもの、寒天はところてんを凍らせて乾燥させ
たもの。

資 料 紹 介

鏡 天 かがみてん

　鏡天は、お盆に仏前や墓前に供える四角く
切ったところてんです。市内では小友町や宮守
町などで見られるほか、インターネットで検索
してみると、隣の釜石市や奥州市、さらに青森
県や秋田県、新潟県でも供える風習があるよう
です。ただし、寒天＊で作られている場合や、
鏡天と呼ばない地域もあります。遠野でもただ
「ところてん」と呼び、もともと鏡天とは呼ば
なかったようです。また形が丸いものもあり、
県北の野田村では、施

せ が き

餓鬼棚
だな

（盆棚）に「仏様
の履

はきもの

物としてクルミ、枕にキュウリ、帰りに乗
られる舟として百合根、円く切ったトコロテン
は鏡、小麦粉で四角い形を作り煮上げたものを
背中あて、夏ソバの茎は杖などと、それぞれな
ぞらえて並べた」と記録されています。
　鏡天は「仏様の鏡」「先祖の姿を映す鏡」な
どといわれ、『岩手の年中行事―ふるさとの民
俗歳時記―』では、「古来から一種の呪力を持
つ祭祀用具であるとともに、それを象

かた

どるカガ
ミテンは正月のカガミ餅と同じく神

しんせん

饌として供
えるもので、ハレの日の食物として重要視され
たものであろう」と述べられています。
　昔はところてんを各家庭で手作りしていまし
たが、現在はお盆近くなるとつき出していない
角状のところてんがスーパーの店頭に並び、そ
れを買い求めるようになっています。
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▲お盆に供えられるお膳。各家庭によって異なる。
　小友町のＫ家の場合、ホウノキの葉に赤飯（ふかし）、煮しめ、
きゅうりもみ、花麩、菓子などを乗せ、仏壇や墓前に供える。
ハスの葉に乗せる場合もある。

▲鏡天（拡大）。右隣はゼリー菓子。

▲市内で売られている鏡天用のところてん


